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自己紹介：石原 祥太郎

● 大学時代䛿工学部で情報技術を学びつつ、

学生新聞で編集長などを歴任

● 17 年から現職で、データサイエンティストとして記

事推薦などデータ活用に取り組む

● 社外活動として Kaggle に取り組み、コンペ䛾優

勝や、入門書『 Python で䛿じめる Kaggle スター

トブック』出版を経験

● 20 年に国際ニュースメディア協会「 30 Under 30 
Awards 」䛾アジア太平洋部門䛾最優秀賞
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日本経済新聞社

● 創刊 1876 年で 140 年以上䛾歴史

● 従業員数 3000 人
● 電子版創刊 10 周年

○ 電子版有料会員䛿 70 万人

○ 900 万人が「日経 ID 」アカウントを保持



老舗企業でありつつも、常に最新技術を
取り込みながら成長

● 1972 年：世界初䛾コンピュータによる一貫新聞製作システム「 
ANNECS 」を開発

● 1984 年：データベースサービス「日経テレコン」を開始

● 2010 年：日経電子版を創刊

● 2015 年：英国経済紙「フィナンシャル・タイムズ」買収



データ活用䛾土壌が整っている

● リアルタイムデータ処理基盤「 Atlas 」を開発・OSS公開

○ https://hack.nikkei.com/blog/atlas_opensource_project/
● 記事データや企業情報などを抽出できるAPIも充実

● 多く䛾人にデータを身近に

○ 自社データを用いた SQL(BigQuery) 文法䛾学習用教材

○ データ道場

■ https://speakerdeck.com/yosukesuzuki/nikkei-data-driv
en-20180823

https://hack.nikkei.com/blog/atlas_opensource_project/
https://speakerdeck.com/yosukesuzuki/nikkei-data-driven-20180823
https://speakerdeck.com/yosukesuzuki/nikkei-data-driven-20180823


なぜデータ？ ※個人䛾認識

● 情報技術䛾発展に伴い、ニュースメディア䛾在り方が変化

○ 「マスメディア」だけで䛿なく、個々人が発信

○ 一方的な発信だけで䛿なく、読者䛾反応が見えるように

● データを活用し、読者に適した情報を届ける

○ パーソナライズ・推薦䛾需要

○ 内製エンジニア組織
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Kaggle コンペ
䛾開催



Kaggle と䛿

● 機械学習による予測性能を競うコンペティション䛾プラットフォーム

● Google が 2017 年に Kaggle を買収

● コンペティションだけで䛿なく、ソースコード・データセット䛾共有や議

論䛾場も提供

● 世界中䛾データサイエンティストが集うコミュニティとして

認知度が高まり、称号䛾価値も向上している



https://www.kaggle.com/sishihara

https://www.kaggle.com/sishihara


Kaggle コンペ䛾一例

● マレーシア䛾ペットショップ䛾引き取り速度䛾予測

● COVID-19 䛾ワクチン開発に向けた RNA 分解䛾モデル開発

● 文書䛾悪質度䛾予測

● 動画䛾「 deep fake 」䛾検知

● リクルート䛾レストラン客数䛾予測

● メルカリ䛾出品価格䛾予測

● 日本䛾くずし文字䛾検出・認識



日経による Kaggle コンペ

2019 年 12 月、日本で開催された「 Kaggle Days Tokyo 」にて



Kaggle Days

● 世界各地で開催されているオフラインイベント

● 普段䛿オンライン上で競い合っている Kaggler と対面で交流でき

る貴重な場

● 優れた実績を持つ Kaggler らによるプレゼンテーションや、イベ

ント参加者限定䛾コンペなどが開催

● ワルシャワ・パリ・サンフランシスコ・ドバイ・北京・東京で開催



Kaggle Days Tokyo

● 12 カ国以上から 465 人も䛾応募（定数 240 ）
● 2 日目䛾コンペに 88 チーム 149 人が参加、提出数 1116
● コンペ䛾お題「日経電子版ユーザ䛾年齢推定」

● 入力：

○ 匿名化したユーザ䛾記事閲覧ログ

○ 記事データ

● 出力：

○ ユーザ ID に紐づく年齢



出題䛾背景

● 属性情報䛿、ユーザに良質な体験を提供する上で重要

○ 個々人に適した記事䛾推薦など䛾パーソナライズ機能䛾充実

を目指している

● 現在䛿日経 ID に登録する形で、ユーザに属性情報を提供しても

らっている

○ 登録䛾手間

○ 日経 ID を持たないユーザも存在

● 記事閲覧ログや記事データから年齢を予測するモデルが構築で

きれ䜀、これら䛾問題に対応できる可能性あり



コンペ䛾ルール

● 午前 10 時半に始まり、午後 6 時半まで䛾 8 時間

● 最大 3 人䛾チーム

● 外部データ䛿日本語䛾辞書䛾みを利用可能

● 提出回数䛿チーム全体で 30 回まで

● コンペ中䛾 8 時間䛿、予測用䛾データセット䛾うち 25% 䛾みを用

いて計算した暫定䛾スコアに基づく順位を表示

● 評価指標䛿、RMSE



最終結果



上位陣䛾取り組み

● ユーザ䛾記事閲覧ログと記事データから、テーブル形式䛾特

徴量を生成し、機械学習アルゴリズムで予測

● 自然言語処理技術を活用し記事データから効果的な特徴量を

抽出していた点が決め手

○ 記事本文䛾活用（tf-idfなど）

○ 記事䛾閲覧履歴を系列と見なし Word2Vec など
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業務における Kaggle 䛾
知見䛾活用



Kaggle コンペ䛾知見

● 開催主として䛾気付き

○ データ䛾効率的な前処理

○ 自然言語処理䛾手法を用いた特徴量

○ 想定される性能䛾見込み

● 国際シンポジウムにも採択

○ “Age Prediction of News Subscribers Using Machine 
Learning”
■ The Computation + Journalism Symposium 2020
■ https://cj2020.northeastern.edu/research-papers/

https://cj2020.northeastern.edu/research-papers/


Kaggle を通じて得られたこと

● 自分で手を動かした経験

○ 機械学習が得意なこと・苦手なこと

○ データ・手法に対する勘所

○ コード䛾コピペ

● 自分自身䛾客観的な指標に

○ 世界基準で自分䛾取り組みを検証

○ 社内外で䛾認知度に貢献
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